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当委員会は、令和４(2022)年度から委員会が所管する重要事項の調査研究を

進めてまいりました。 

このほど、「中小企業のＤＸ推進について」の調査・研究が終了しましたので、

その活動経過と結果についてご報告いたします。 









３ 

 

４ 第３回委員会（令和５(2023)年１０月２３日） 

  ⑴ 内 容  

ア 説 明 

(ｱ) 内 容 「宇都宮市デジタル共創未来都市ビジョン」及び 

「宇都宮市ＤＸ実現タスク」について 

(ｲ) 説明者 宇都宮市総合政策部 デジタル政策課 課長補佐 望月 寛 氏 

                    デジタル活用Ｇ 係長 戸上 和明 氏 

    イ 協議事項 

今後のスケジュールおよび調査・研究テーマについて 

   ⇒ 説明後に、行政のデジタル化について、教育面など踏まえて活発な意見交 

    換が行われた。 

⑵ 出席者 ４人 

 

５ 第４回委員会（令和６(2024)年３月６日） 

  ⑴ 内 容 

 ア 説 明  

(ｱ) 内 容 「中小企業のＤＸ化」～ＤＸ推進施策について～ 

（ｲ） 説明者 独立行政法人中小企業基盤整備機構 中小企業アドバイザー 

                         川越 敏昌 氏 

    イ 協議事項 

今後の委員会活動について 

   ⇒ 説明後、中小企業のＤＸ推進について、資金面や認定制度の在り様などに 

    ついて意見交換が行われた。 

⑵ 出席者 ４人 

 

６ 第２回正副委員長会議（令和６(2024)年６月６日） 

  ⑴ 内 容  

ア 令和６(2024)年度の委員会の進め方について 

   ⇒ 事務局から、これまでの委員会活動の振り返りを含んだ説明後に、令和６ 

    年度については、Ｃｈａｔ ＧＰＴをはじめとする生成ＡＩなどの専門的な 

  研究をメインに進めていくことが確認された。 

  ⑵ 出席者 ２人 

  

７ 第５回委員会（令和６(2024)年７月２２日） 

⑴  内 容  



４ 

 

     ア 説 明  

(ｱ) 内 容 「中小企業における生成ＡＩの活用法について」 

（ｲ） 説明者 とちぎビジネスＡＩセンター サブマネージャー 西岡  陽子 氏 

          ㈱ＮＴＴ―ＭＥ サービスクリエイション部  

                  ＡＩビジネス担当課長 松井 彰史 氏 

     イ 協議事項 

令和６(2024)年度産業振興委員会活動計画（案）について 

   ⇒ 講師が実際に生成 AI にプロンプトを入力しながら行った説明後に、生成

ＡＩの活用法について、より具体的な意見交換が行われた。 

   ⑵ 出席者 ６人 

   

 ８ 第３回正副委員長会議（令和７(2025)年７月１１日） 

  ⑴ 内 容 委員会活動のまとめについて 

   ⇒ 事務局から、委員会活動の振り返りの説明を行った。活動報告書（素案）

については、調査・研究テーマにちなみ、生成ＡＩによるものと事務局（ヒ

ト）によるものを作成し、比較・考察することとした。 

  ⑵ 出席者 ２人 

 

 ９ 第４回正副委員長会議（令和７(2025)年８月２７日） 

  ⑴ 内 容  

ア 産業振興委員会 活動報告書（素案）について 

イ 今後の進め方について 

   ⇒ 委員長作成の「生成ＡＩによるまとめ文書」と事務局が作成した「活動報

告書（素案）」とを比較し協議した。結果、生成ＡＩのまとめ文書は参考とし

て第６回委員会に提出し、各委員から意見聴取することとなった。最終版活

動報告書は、第 6回委員会終了後、各委員に書面配布することとなった。 

  ⑵ 出席者 １人                    

 

１０ 第６回委員会（令和７(2025)年１０月１４日） 

   ⑴ 内 容  

ア 活動報告書（素案）について 

   イ 意見交換 

   ⇒ 事務局から活動報告書（素案）について説明を行った後、意見交換が行わ 

      れ、概ね素案通りの内容とし、作成については正副委員長に一任となった。 

  ⑵ 出席者 ６人  



５ 

Ⅱ 産業振興委員会におけるこれまでの意見等 

 

 １ 宇都宮市の産業振興施策について 

    ⑴ うつのみや産業振興ビジョンにおいて、４５haの産業用地の確保については

誘致企業を県外企業でなく、宇都宮に拠点をおく企業が継続活動できるように

するとよい。 

⑵ 宇都宮サテライトオフィスが入居するＣＩＣ ＴＯＫＹＯのような高層オフ

ィスビルを宇都宮市に建設したらいかがだろうか。 

⑶ ＣＩＣ ＴＯＫＹＯでの情報発信は非常に大切であるが、その情報発信方法

を若者に考えてもらうなど、若者や女性を巻き込んだ施策を行ったらどうか。 

⑷ 若者の力ということで、大学にもちかけて若者を集めて意見を収集するなど

考えてみてはどうか。 

 

 ２ 宇都宮市のデジタル化推進施策について 

  ⑴ ＤＸを使ったイベント（ＡＲやＶＲ）で日常的に市民が楽しめるイベントが

あるとよい。 

⑵ 個人情報などの情報漏洩などのリスク回避について市民にしっかり啓蒙して

ほしい。 

⑶ 学校教育面でデジタル専門人材の育成などを考えてはいかがか。 

 

 ３ 国の「中小企業のＤＸ推進」施策について 

⑴ ＤＸについて、導入コストに見合った効果測定が難しいが、中長期的な観点

からの投資というと中小企業は資金面で苦しい。 

⑵ ＤＸ認定制度には将来的に「補助金の加点」や「税制優遇」などのメリット

を付加すべき。 

⑶ ＤＸを推進していくにあたり決裁権を持つ親世代にはなかなか理解してもら

いにくい。 

⑷ 業務に精通したデジタル人材の育成は非常に難しい。  

 

４ 中小企業における生成ＡＩの活用法について 

⑴ Ｇｏｏｇｌｅなどにもあるが、どの生成ＡＩを利用すべきなのか迷う。 

⑵ ＲＡＧ構築方法によるが、セキュリティが万全でないことが気になる。 

⑶ プロンプトについて一般社員は詳細版まで書くことが難しい。 

⑷ ＤＸ人材の育成に力を入れるべき。 

⑸ 手書きのものをデジタル化するのに正確に読み込めないことがある。 

 

 

 

 



６ 

Ⅲ まとめ －提案・要望― 

  当委員会は、令和５年３月から「中小企業のＤＸ推進について」という調査・研

究テーマのもと、委員会を５回開催しました。 

   

まず、足元の宇都宮市では、急速なデジタル化に対応した改定版「うつのみや産

業振興ビジョン」のもと、企業の立地・定着を促進するため、新たな産業用地の確

保に取り組んでいます。現在は上三川ＩＣ周辺と宇都宮工業団地周辺の 2地区を候

補地として新産業団地の整備を進めています。加えて、ＣＩＣ ＴＯＫＹＯを拠点

に東京圏のコミュニティと連携し、本市の情報発信、企業連携・人材誘致を行うこ

とで、ビジョンが掲げる「稼ぐ力」の強化に取り組んでいます。また、「宇都宮市

デジタル共創未来都市ビジョン」では、企業・市民・団体が一体となってＤＸを推

進し、「誰もが安心して豊かに暮らせるまちづくり」を目指しています。 

  一方、国においては「ＤＸ認定制度」や「ＤＸ投資促進税制」により中小企業の

ＤＸ推進を支援しており、ビジネス変革としての「中小企業の稼げる仕組みづくり」

を支援しています。 

中小企業においては、変化の激しいビジネス環境に対応し、競争力の維持・向上

するためＤＸ推進は不可欠です。また、地域経済全体の拡大・持続的成長に繋がる

ものでもあります。とりわけ生成ＡＩなどのデジタル技術を活用するには、業務に

精通し変化に対応できる「デジタル人材」の育成・活用が課題となっています。 

 

これらを踏まえ、商工会議所が行政や関係機関と連携を密にしながら、市内企業

のＤＸ推進を支援することで、地域とともに成長していけるよう、次のとおり提

案・要望いたします。 

 

１ 産業振興施策について 

  宇都宮の稼ぐ力を強化するには、地域企業が宇都宮で継続活動できる場が必要

です。また、少子高齢化、人口減少が加速している中で、デジタル技術に親和性

が高く、ＩＴリテラシーを備えた人材が多い若者世代の意見を積極的に取り入れ

ていくことで、持続的なデジタル社会の構築が実現します。これらのことから、

以下の項目を宇都宮市に働きかけていただきたい。 

⑴  新たな産業団地には宇都宮に拠点をおく企業を誘致 

⑵ 宇都宮大学（デジタルサイエンス経営学部等）との連携強化 

⑶ 宇都宮市の情報（魅力）発信の手法や内容に若者の意見を反映 

 

２ 中小企業と地域社会のＤＸ推進 

  中小企業が地域社会とともにＤＸを推進していけるよう、以下の項目について

宇都宮市に働きかけていただきたい。 

⑴ ＡＲやＶＲなどのＤＸイベントを実施 



７ 

 

⑵ 情報セキュリティの強化（市民へ個人情報等漏洩リスクを啓蒙） 

⑶ 補助金制度の拡充や税制優遇など、中小企業のデジタル実装に向けた資金面

での支援 

⑷ 業種別の導入事例やコスト・効果の数値を示す情報を提供 

⑸ 学校教育におけるデジタル教育の推進 

 

３ 生成ＡＩの活用と人材育成 

  生成ＡＩは目覚ましく進化しており、中小企業が導入するにあたってベンダー

の選定等も課題となっています。また、デジタルツールを扱える人材の育成も大

きな課題となっていることから、以下の項目についてご検討いただきたい。 

⑴ デジタルツールやプラットフォームの案内（紹介） 

⑵ 企業とデジタル専門人材のマッチングを促す仕組みの構築 

⑶ デジタル人材育成に係る情報提供（セミナー等の開催） 

 

 

















５ 生成ＡＩ（Ｃｈａｔ ＧＰＴ）による宇都宮商工会議所産業振興委員会 活動結果 

 「まとめ -提案・要望-」 

 

１５ 

作成条件 〇 箇条書き 

       〇 文体はですます調子 

       〇 文字数は 800文字以内 

       〇 商工会議所に対する要望・提案 

       〇 地域中小企業の視点  

                                        

 

地域中小企業にとって、デジタル化や DXの導入は生産性向上や人材不足解消の

鍵となりますが、導入コストや効果測定の難しさが依然として課題です。そのため、補

助金の加点や税制優遇といった制度的メリットを強化していただきたいです。 

 

DXや生成 AIの活用については、ツール選択の迷いやセキュリティへの懸念、社員

のスキル不足など具体的な課題があります。商工会議所には実務に直結した研修や

先進事例の紹介を通じて支援をお願いしたいです。 

 

デジタル人材の育成は喫緊の課題であり、親世代の理解不足や人材不足が進展の

妨げとなっています。地域大学や金融機関との連携を通じた教育機会の創出や、専

門家派遣の拡充を期待します。 

 

宇都宮市が進める「デジタル共創未来都市ビジョン」は、市民生活の向上とともに企

業活動の活性化にも資する取り組みです。商工会議所には行政と企業の橋渡し役を

果たし、地域企業が恩恵を受けられるようご尽力いただきたいです。 

 

産業用地の確保は地元企業の持続的成長に直結します。県外企業誘致だけでなく、

地元企業が継続的に発展できる仕組みづくりを支援していただきたいです。また、

CIC TOKYOのような情報発信拠点整備や若者・女性の参画促進も重要です。 

 

セキュリティリスクへの対応は中小企業単独では困難です。市民・企業双方への啓発

活動や相談窓口の整備を進めていただきたいです。 

 

今後も地域中小企業が持続的に発展するためには、産業基盤整備と未来技術の活

用を両立させることが不可欠です。商工会議所には、政策提言、情報提供、伴走支

援を一層強化し、地域企業と共に歩んでいただきたいと考えます。 

 


